
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

た
だ
い
ま
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　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

▲ 家族で広島旅行

グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ホ
ン

ベ
ト
ナ
ム
／
ハ
ノ
イ
市

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私

は
グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ホ
ン
で

す
。
高
知
工
科
大
学
の
博
士
課

程
に
在
籍
し
、
生
物
学
の
分
野

で
、
細
胞
増
殖
制
御
に
関
す
る

研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ

イ
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
ハ

ノ
イ
は
一
千
年
の
歴
史
を
持
ち
、

多
様
な
文
化
や
古
い
建
築
物
、

豊
か
な
料
理
で
有
名
で
す
。

　

日
本
に
つ
い
て
は
、
漫
画
や

桜
、
富
士
山
、
古
城
な
ど
の
美

し
い
風
景
の
写
真
を
通
し
て
知

り
ま
し
た
。
ま
た
日
本
は
、
自

然
災
害
の
多
い
国
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
人
々
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
に
困
難
を
克
服
し
、
経
済
、

科
学
、
教
育
の
発
展
に
努
め
て

い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
私

は
、
皆
さ
ん
の
一
致
団
結
す
る

力
や
揺
る
ぎ
な
い
精
神
、
不
屈

の
意
志
に
大
き
な
賞
賛
の
念
を

抱
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

日
本
に
来
る
こ
と
は
、
人
生
で

叶
え
た
い
夢
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

こ
の
１
年
間
、
自
然
に
囲
ま

れ
た
高
知
で
過
ご
し
、
そ
の
長

閑
で
穏
や
か
な
雰
囲
気
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
桜
の

季
節
は
素
晴
ら
し
い
経
験
と
し

て
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
人
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
と
温
か
さ
が
、
こ
の
高
知
で

過
ご
す
時
間
を
本
当
に
特
別
な

も
の
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
や
友
人
、
同
僚
、
高

知
工
科
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
、
惜
し
み
な
く

手
助
け
を
し
て
く
れ
て
、
温
か

く
魅
力
的
な
日
本
文
化
の
側
面

で
私
の
留
学
生
活
を
豊
か
に
し

て
く
れ
た
日
本
の
皆
さ
ん
に
深

く
感
謝
し
ま
す
。
み
ん
な
の
こ

と
が
大
好
き
で
す
。

◆
か
み
め
ぐ
り
プ
レ
イ
ヤ
ー

参
加
者
募
集

「
か
み
め
ぐ
り
」
は
、
香
美
市

の
歴
史
や
文
化
、
自
然
な
ど
の

魅
力
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
か
み
め
ぐ
り
事
務
局
で

は
、
次
回
の
開
催
に
向
け
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
催
す
る
企
画

実
施
者
（
か
み
め
ぐ
り
プ
レ
イ

ヤ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
条
件
や
詳
細
は
、
い
な

か
み
ラ
イ
フ
の
特
設
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
イ
ベ
ン
ト
実
施
期
間
】

９
月
15
日
（
日
）
～

12
月
８
日
（
日
）※

予
定

【
申
込
締
切
】

４
月
18
日 (

木)

※

応
募
多
数
の
場
合

は
、
選
考
に
よ
り
お

断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

か
み
め
ぐ
り
事
務
局

N
P
O
法
人
い
な
か
み

☎
52
・
８
６
０
６

◆
第
６
回
フ
ラ
フ
の
あ
る

風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

令
和
６
年
４
月
１
日
～
５
月

31
日
に
撮
影
さ
れ
た
フ
ラ
フ
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

応
募
い
た
だ
い
た
先
着
１
０
０

名
に
、
カ
ミ
カ
ポ
イ
ン
ト
を
５

０
０
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

掲　

示　

板

(山田高校マンガ部)

応
募
の
詳
細
な
ど

は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
募
集
写
真
】

◆
県
内
外
・
室
内
外
を
問
わ
ず
、

　

フ
ラ
フ
が
写
っ
て
い
る
も
の
。

◆
１
人
１
点
で
、
未
発
表
の
作

　

品
に
限
る
。※

個
人
の
S
N
S

な
ど
に
掲
載
し
た
写
真
は
可

【
各
賞
】

◆
大
賞　

１
作
品

◆
協
賛
団
体
賞

数
作
品

◆
次
世
代
賞　

数
作
品

【
応
募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

m
a
tid

u
k
u
ri@

c
ity

.k
a
m

i.lg
.jp

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
も
の
づ
く
り
会
議
事
務
局

（
定
住
推
進
課
内
）

☎
53
・
１
０
６
１

２７ Kami
２０２４年４月号

山
高田

校 のリ
アル

　こんにちは！山田高校グローバル探究科（Ｇ探）

です。今回は、２月１４日に行った「世界青年の船 

交流会」について報告します。

　「世界青年の船」とは、内閣府の国際交流事業の

一つで、１８～３０歳の世界各地の青年たちが、船で

１カ月間の共同生活をしながら、ディスカッション

や文化交流を通してリーダーシップを向上させてい

くというものです。２０２３年度は、船の寄港地とし

て高知県が選ばれ、さらに、山田高校で文化交流を

することになりました。こんな機会は、二度とあり

ません！

　Ｇ探生は、青年たちに、自分たちの探究を英語で

プレゼンし、質疑応答を行うというとても大きなミ

ッションがありました。彼らは、それをなんとして

も成功させようと、さまざまな練習を積んできまし

た。交流会当日は、出迎えから始まり、緊張をほぐ

すためのゲームや探究発表・質疑応答、全員でのダ

ンスタイム、ランチタイムなど、半日の間に盛りだ

くさんのプログラムで青年たちを歓迎しました。英

語でのプレゼンも成功し、ゲームやダンスタイムは

大盛り上がり。青年たちとの

交流もでき、お互いにとても

楽しめたように感じます。見

送りの時は、とても寂しい気

持ちになりました。

　青年たちの中にも、英語が

母国語でない方はたくさんいました。もちろん私た

ちも同じです。その中で、お互いが共通言語という

「道具」として英語を活用し、身振り手振りや表情

などをフルに使ってなんとか考えを伝えよう、理解

しようと奮闘していました。生徒たちのその姿は、

とても頼もしかったです。交流会を終えた生徒たち

からは「英語を話す緊張は徐々になくなった」「自信

をもって話すことができるようになった」「話せない

ことより楽しさの方が勝った」「英語を話すことの意

識が変わった」などの感想を話してくれ、この日は

Ｇ探生にとって、記念すべき１日になりました。

(グローバル探究科 学科長　濱﨑)

No. 005No. 005

山
田
高
校
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

◀
『
ぺ
ん
た
ん
』

◀
『
ぺ
ん
た
ん
』

▶
特
設
ペ
ー
ジ

▶
市
Ｈ
Ｐ

▶
第
５
回
大
賞
作
品
『
薫
風
に
舞
う
』

◆
一
緒
に
演
奏
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

私
た
ち
「
か
ほ
く
音
を
楽
し
む

会
」
は
、
昨
年
11
月
に
香
美
市
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
演
奏
会
を

開
催
し
、
ご
来
場
の
方
と
出
演

者
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

香
北
地
区
に
お
住
ま
い
で
楽

器
演
奏
の
機
会
が
少
な
い
方
、

私
た
ち
と
一
緒
に
演
奏
会
に
出

て
音
楽
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
♪

２
回
目
の
演
奏
会
を
今
年
11
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
参

加
を
ご
希
望
の
方
は
、
５
月
末

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

か
ほ
く
音
を
楽
し
む
会 (

武
内)

☎
090
・
４
７
８
２
・
３
５
５
６

▲ 昨年１１月に開催された

　 演奏会のようす

◆
香
南
香
美
老
人
ホ
ー
ム

組
合
職
員
募
集

【
職
種 (

受
験
資
格)

】

看
護
職
員(

正
看
護
師
資
格
を
有

す
る
方)

／
介
護
職
員(

介
護
福
祉

士
資
格
を
有
す
る
方)

※

両
職
種
と
も
に
採
用
人
数
は
若
干
名
、

　

令
和
６
年
７
月
１
日
に
採
用
予
定
。

【
勤
務
施
設
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
宝
荘

(

香
南
市
野
市
町
母
代
寺
１
８
８)

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿

荘(

香
北
町
永
野
２
１
５
２)

【
試
験
日
】

１
次
試
験
＝
５
月
12
日 (

日)

※

２
次
試
験
の
日
時
は
、
１
次
試
験
合

　

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
願
書
受
付
期
間
】

４
月
１
日 (

月) 

～
５
月
２
日 (

木)

※

郵
送
の
場
合
は
、
５
月
２
日
必
着

【
必
要
書
類
】
願
書
・
履
歴
書
・

受
験
資
格
を
証
明
す
る
も
の

※

願
書
等
配
布
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

三
宝
荘
庶
務
課
☎
56
・
０
１
８
１

h
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